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【自由記載】 

多くの方々からたくさんのご意見をいただきましたので、一部を紹介いたします。 

 

問５ あなたの「幸福度」を判断するときに、あなたが重視することは何ですか。（選択肢 13「その他」への記載） 

公共施設の有無（美術館など）。   

◆(30～39 歳 男性 東部) 

周りの人も幸福であること。   

◆(40～49 歳 女性 西部) 

医療機関。 

◆(50～59 歳 男性 西部) 

子どもの成長。   

◆(60～69 歳 男性 西部) 

安全な食。   

◆(60～69 歳 女性 中部) 

何もない普通の生活。   

◆(70 歳以上 女性 西部) 

防犯、防災の為のインフラ充実。   

◆(- - -) 

 

問８ 男性の家事、育児、介護への積極的な参画を促進するために、行政が行うべき施策は何だと思いますか。 

 （選択肢８「その他」への記載） 

女性も働いているのだから、家事・育児介護の外部への委託を安くできるようしてほしい。   

◆(20～29 歳 女性 西部) 

子育て育児のために時短勤務等する際、周囲の同僚の仕事量が増えたり残業が増えたりする。当事者だ

けに対するフォローだけでなく周囲の人たちへの配慮や工夫も必要だと思う。   

◆(30～39 歳 女性 東部) 

育児休暇を長期でとるのが当たり前、妊娠中の妻のサポートでも休む環境がほしい。   

◆(30～39 歳 女性 西部) 

職場には男性の育児休暇がありますが、人員不足により制度を活用することは難しいです。人員不足を

解消するのが優先のように思います。   

◆(30～39 歳 その他・回答したくない 東部) 

男性の所得が女性より多いため、女性の所得を男性と同等か以上にすること。  

◆(40～49 歳 女性 西部) 

PTA 活動などの負担軽減により、子育ての時間を確保する。   

◆(50～59 歳 男性 東部) 

各家庭で幼いころから両親等が平等に家事・育児・介護をする姿を見せる。（教育の場でも）大人になって

からだと固定概念にとらわれて覆すのが難しいと思う。   

◆(50～59 歳 女性 西部) 

企業規模や産業の特性にあった行政の指導や支援の取り組み。   

◆(60～69 歳 男性 東部) 
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問９ 男女共同参画社会を実現するために、行政が特に力を入れるべきことは何だと思いますか。 

 （選択肢 10「その他」への記載） 

先ずは行政機関からの変革が必要。そして地道に周囲へ啓発。  

◆(40～49 歳 男性 東部) 

企業や団体においては男女関係なく評価基準を明確にし、仕組み作りから指導、支援する。   

◆(60～69 歳 男性 東部) 

政治を変えないと何も変わらない。女性議員が少なすぎる。   

◆(60～69 歳 男性 西部) 

 

問 11 SDGｓという言葉・内容をどうやって知りましたか。（選択肢 7「その他」への記載） 

高校の授業で触れられた。   

◆(18～19 歳 女性 中部) 

子どもの通う幼稚園が取り組んでいる。 

◆(30～39 歳 女性 西部) 

学会、勉強会など。   

◆(40～49 歳 女性 西部) 

地域の団体活動の中で。 

◆(60～69 歳 女性 中部) 

会社で具体的に取り組んでいる。 

◆(70 歳以上 男性 西部) 

町報紙、県情報誌。   

◆(70 歳以上 その他・回答したくない 西部) 

 

問 16 電気自動車（ＥＶ）導入を促進するために、あなたが必要と思うことは何ですか。 

（選択肢９「その他」への記載） 

電池を安全に使える年数を伸ばす。 

◆(18～19 歳 男性 西部) 

EV で使う電気を発電するのに CO2 が出てしまえば本末転倒。CO2 の排出が少ない電力の安定確保が

第一。   

◆(18～19 歳 女性 西部) 

集合住宅の駐車場や月極駐車場への充電設備の配備。   

◆(30～39 歳 男性 東部) 

カーシェアリングサービスの普及。   

◆(30～39 歳 男性 中部) 

no-plug 充電。   

◆(30～39 歳 その他・回答したくない 東部) 

今日の日本の景気をふまえると、維持費も含めた超低価格化。   

◆(30～39 歳 その他・回答したくない 東部) 

すべての車が電気自動車になってもまかなえるだけの発電設備の建設。   

◆(40～49 歳 男性 東部) 

トラブル時の安心感 雪の降る鳥取では、立ち往生などの渋滞の時に怖くて電気自動車なんて選択でき

ないです。   

◆(40～49 歳 男性 東部) 

ディーゼルやシステムハイブリッド（e パワー等）の方が現実的でエコだと思う。   

◆(40～49 歳 男性 西部) 
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電池生産時のコストダウン。現在はエコとは逆行している。電池を製造するために大量の化石燃料を使う

ため等。   

◆(50～59 歳 男性 東部) 

雪道の走行可能な四輪駆動。   

◆(50～59 歳 男性 中部) 

鳥取県のような冬期、雪が降る地域では EV 車は適さないと思う。   

◆(60～69 歳 男性 東部) 

 

自由記載欄 （「ご意見・ご要望があれば自由にお聞かせください」への記載） 

鳥取県の努力により色々考える機会が増えました。あとは、より参加しやすい仕組み、関わることの出来る

仕組みが大切だと思います。参加するハードルの低さ、日常の当たり前になる施策を期待します。   

◆(40～49 歳 男性 西部) 

長引く新型コロナウィルスの影響などで格差社会が生まれています。実際に困っている方々が安心して暮

らせる鳥取にしてくださるような政策を打ち出して、一日も早く実施してくださることを希望します。   

◆(70 歳以上 女性 東部) 

脱炭素ばかり叫ばれているなか、そればかりが先にたち、生活に支障をきたしていると思う。その前に温室

効果ガスを吸収してくれる自然環境保全を第一に持ってくるべき。海も二酸化炭素を多く吸収しているな

ど、一般の方々にも周知してもらうなど行政機関の啓蒙方法を頑張ってもらいたい。鳥取はガスを出さな

いではなく、世界的にもどんどん森林が減ってしまっている自然環境を大切にしよう、街中にも森林公園を

作ろう。ヒートアイランドをつくらず、木を植えようなど、鳥取からエビデンスを検証しそれを元に発信してい

き、自然環境保全等を元にこの地域を発展させて行って欲しいと思う。   

◆(40～49 歳 男性 東部) 

とっとりエコライフ、ネストについて、モデル集落のような共同体を指定し、そこを重点的に情報発信しては

どうか。具体的に生活がどう変わるのか明示できると思う。   

◆(60～69 歳 男性 西部) 

私が住んでいるのは、西部なのでその周辺のことですが、子育て王国をうたっているわりに、子供達にとっ

ての環境が整っていないのではないかと思います。もっと充実した遊具のある公園。近場でちょっと遊べる

公園。雨の日でも室内で遊べる施設等の充実。そういった企業が鳥取県に店舗を作るメリットが必要かと

思います。人口の増加等。そのためには、鳥取県に住みたいと思ってもらえること、子供を産み育てていく

為の環境、経済的支援の充実が必要だと思います。 

◆(30～39 歳 女性 西部) 

都市圏と比べ公共交通網が整備されていない鳥取県において、自家用車での移動が生活基盤の一つと

なっています。高齢者による危険運転が注目され、免許自主返納が対策の一つに挙げられてはいます

が、それで生活が成り立つのは公共交通網が整備された都市部であり、地方では生活必需品の買い出し

や、病院受診にも運転が必須であり、その対策は必須ではないかと思います。また、近年では車の大型

化が進み、小型車であっても 3 ナンバーとなる事が増えています。そうした中、旧来の県道や国道では道

幅が狭く、中央分離帯も未整備である部分も多いように見受けられます。市役所等の駐車区画も狭く、そ

うした部分の整備も必要ではないかと思います。   

◆(30～39 歳 男性 西部) 

若者が定着できる様な環境づくりへの施策を強化してほしい。   

◆(50～59 歳 女性 東部) 
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鳥取県は海・山・自然に囲まれた大変素晴らしいところだと思っています（私はこの地が大好きです）。た

だ、若い人達が就職できる（資格を取っても活かせる）企業が少ないので、その力を活かせず県外へ出た

ままになってしまうことが残念です。地元へ帰っても資格を活かして働ける企業が増えると、鳥取県はもっ

と活気が出てくるのかなと思っています。   

◆(50～59 歳 女性 中部) 

若者が働ける場の確保、都会に比較しかなり低水準の給料等の是正。年収が少なければ、将来の年金

等についても不安がある。U ターン J ターンのできる環境づくりが必要。   

◆(60～69 歳 男性 西部) 

ほとんどが子ども、子育てと支援がありますが、介護をしているものには支援が全くといっていいほどありま

せん。年金は少ない、介護するために仕事もセーブ、又は施設に預けるにしてもかなりのお金がかかり生

活困難です。子育てが終わったと思ったら次は介護。そんな中高年の者にも支援して頂きたい。   

◆(50～59 歳 女性 中部) 

物価高についていける給料及び年金など収入を増やすことをしてほしいです。この物価にとても家計がつ

いていけません。   

◆(60～69 歳 男性 西部) 

子どもの教育に対しもっと力を入れてほしい。学校や保育園の先生たちの負荷をとってもらいたいです。

教育が無ければ日本の未来はないと思っています。保育園の確保や他県よりは恵まれていると思ってい

ますが、子どもや若い人に対する取り組みを今以上に望みます。   

◆(40～49 歳 女性 西部) 

コロナで出会いが少ない、イベントを増やしてほしい。   

◆(50～59 歳 女性 西部) 

鳥取はやはり田舎だからかIT企業の数が少なく感じます。これからぜひ誘致していただけるととても助かり

ます。 

◆(20～29 歳 男性 東部) 

県外の大学に入学し、生活する中で、鳥取県は本当に自然に恵まれた、素晴らしい場所だと実感しまし

た。だからこそ、自然をより活用すべきだし、これからも守らねばならないと思っています。   

◆(20～29 歳 男性 西部) 

鳥取県民で良かったと心から思っています。私の子どもやその世代にもそう思って欲しいと願っています。

私にできる事をこれからも続けていけるような鳥取であってほしいと願っています。   

◆(40～49 歳 - 東部) 

 

 


